
　今号のイラストは、令和３年３月30日に開館した、東急
池上線池上駅直結の商業施設「エトモ池上」４階にある池
上図書館をイメージしています。
　予約した本を簡単に受け取ることができる予約本自動受
取機が設置されており、通勤・通学・おでかけのついでに、
気軽にお立ち寄りいただける図書館です。

大田区議会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

●  区長提出議案として、令和２年度一般会計歳入歳出決算や令和３年度一般
会計補正予算（第４次）、条例案、条例の一部改正案、報告など26件が提
出されました（令和２年度決算に対する各会派の意見は６面に、審議の結
果など詳細は、７～８面に掲載）。

●  議員提出議案として、条例案２件、条例の一部改正案１件が、委員会提出
議案として、意見書１件が提出されました（詳細は、７～８面に掲載）。

●  請願・陳情は、審議の結果、採択３件、不採択７件、そのほかは継続審査
となりました（請願・陳情の結果は、８面に掲載）。

　大田区議会は、令和３年第３回定例会を９月15日から10月
13日までの29日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、16名
の議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。
また、固定資産税及び都市計画税の減免措置等の継続を求
める意見書を全会一致で可決しました（全文は、８面に掲載）。
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新型コロナウイルス感染症への対応に関する緊急要望（主な内容）
① 自宅療養者の支援体制の強化
②  学校や保育園等職員に対する接種の勧奨、学校や各施設での効

果的な感染対策の実施
③  児童・生徒に対してICTを活用したオンライン授業を行うなど十

分な学習機会を確保する取り組みの実施
④  陽性者への連絡が速やかに行われるように医療機関との調整、

保健所の執行体制の更なる強化
⑤ 区民への情報発信の更なる迅速化、積極的な周知・啓発
⑥  上記、新型コロナウイルス感染症対策を実行するために必要とな

る予算措置

～池上駅直結～

～くつろぎながら
読書ができる畳のベンチ～

～全国で数少ない
予約本自動受取機を設置～

～東急池上線の車両をイメージした
児童コーナー内のよみきかせスペース～

　今夏、新規感染者数が増加の一途
をたどり、病床のひっ迫や自宅療養
者の急増など、区においても予断を
許さない状況となっていたため、区
議会では、事態の収束に向けて、区
民の不安軽減と生命・健康を守るこ
とを目的に、令和３年８月27日に区
に対し要望書を提出しました。

要望書の詳細は
こちらから

簡単アクセス！

「新型コロナウイルス感染症への対応に関する緊急要望」
を区へ提出

松原区長（中央）に要望書を提出する
鈴木隆之議長（左）と岡元由美副議長（右）
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録画中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。

質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。 2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て問
現
時
点
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
経
過
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、

３
回
目
接
種
な
ど
の
状
況
変
化
に
対
す

る
備
え
、
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
３
年
11
月
末
ま
で
に
は
希
望
す

る
区
民
が
接
種
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
開
始
当
初
は
予
約
が
取
り
づ
ら
い

こ
と
や
情
報
発
信
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、

様
々
な
優
先
予
約
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
を
強
化
す
る
こ
と
で
接
種
の
動

機
付
け
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
現
状
は

改
善
し
て
い
る
。
３
回
目
の
接
種
に
向

け
て
は
、
国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
開
始
と
な
り
次
第
、
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
医
師
会
と
も
協

力
の
上
、
接
種
会
場
を
確
保
し
て
い
く
。

問
第
５
波
の
経
験
を
受
け
、
迅
速
か
つ

適
切
な
規
模
の
保
健
所
の
機
能
・
体
制

強
化
を
求
め
る
が
、
区
の
所
見
を
伺
う
。

答
感
染
症
に
関
す
る
区
民
か
ら
の
電
話

相
談
業
務
の
一
部
や
高
齢
者
施
設
な
ど

で
の
検
体
採
取
、
自
宅
療
養
者
の
状
態

観
察
な
ど
を
事
業
委
託
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
健
師
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業

務
に
保
健
師
を
集
中
さ
せ
る
。
引
き
続

き
感
染
症
の
情
勢
を
的
確
に
捉
え
、
必

要
な
執
行
体
制
を
一
層
強
化
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
外
の
感
染

症
に
対
し
て
も
備
え
を
進
め
て
い
く
。

福
祉
及
び
医
療
施
策
に
つ
い
て

問
医
療
機
関
の
負
担
増
大
を
回
避
し
、

検
査
体
制
強
化
の
た
め
、
小
児
を
対
象

と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

答
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
症
状
が
似
て

お
り
診
断
が
難
し
い
。
ま
た
、
小
児
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
な

い
年
齢
で
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
区
民
の
安
心
確
保

と
医
療
機
関
の
負
荷
を
減
ら
す
一
助
と

な
る
も
の
と
考
え
、
一
般
会
計
補
正
予

算
第
４
次
で
接
種
の
助
成
を
行
う
。

問
障
が
い
者
通
所
施
設
整
備
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
特
別
支
援
学
校
卒
業
後
の
「
在
宅
者

を
出
さ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
の
下
、

重
症
心
身
障
が
い
者
を
含
む
約
２
１
０

名
の
受
け
入
れ
定
員
増
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
短
期
入
所
機
能
の
設
置
も

検
討
し
て
お
り
、
今
後
も
施
設
利
用
者

や
家
族
の
意
見
を
し
っ
か
り
聴
き
、
日

中
活
動
の
場
の
整
備
に
向
け
計
画
を
推

進
し
て
い
く
。

行
政
発
注
に
つ
い
て

問
社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、

迅
速
に
積
算
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
現
場
事
務
所
に
お
け
る
密
集
を
避
け

る
た
め
の
拡
張
費
用
や
、
女
性
作
業
者

に
配
慮
し
た
仮
設
施
設
に
つ
い
て
、
状

況
に
見
合
っ
た
経
費
と
な
る
よ
う
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。
社
会
情
勢
の
変
化

を
的
確
に
捉
え
、
継
続
し
て
迅
速
な
単

価
改
訂
に
取
り
組
む
。

教
育
施
策
に
つ
い
て

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
展
開
と
35
人
学
級
化

な
ど
を
見
据
え
た
今
後
の
教
育
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
新
た
な
社
会
を
切
り
開
き
、

創
り
出
す
力
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

子
ど
も
た
ち
が
身
に
付
け
使
い
こ
な
す

こ
と
で
、
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き

る
力
を
育
成
し
て
い
く
。
教
育
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
学
校
施
設
全
体
を

魅
力
的
な
学
習
空
間
と
し
て
活
用
す
る

と
い
う
発
想
に
立
ち
、
求
め
ら
れ
る
学

び
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

産
業
施
策
に
つ
い
て

問
ハ
ネ
ダ
ピ
オ
を
最
先
端
医
療
技
術
の

研
究
・
提
供
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
特

区
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
国
と
協
議
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
医
工
連
携
の
推
進
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
や
、
最
先
端
医
療
の
研
究
・

開
発
、
そ
の
提
供
に
よ
る
健
康
増
進
の

一
体
的
か
つ
先
進
的
な
取
り
組
み
を
確

実
に
進
め
る
た
め
、
特
区
制
度
の
活
用

も
含
め
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問
医
療
産
業
は
裾
野
が
広
く
、
区
の
工

業
技
術
を
発
揮
で
き
る
素
地
が
あ
る
。

ハ
ネ
ダ
ピ
オ
で
の
最
先
端
医
療
技
術
開

発
に
連
動
す
る
形
で
創
薬
・
医
療
を
新

し
い
も
の
づ
く
り
産
業
の
中
核
に
据
え

て
支
援
施
策
を
展
開
し
て
は
い
か
が
か
。

答
医
療
機
器
な
ど
の
試
作
開
発
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
は
多
く
あ
り
、
区
内
も
の
づ

く
り
企
業
が
有
す
る
高
度
な
加
工
技
術

な
ど
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。
ハ
ネ
ダ

ピ
オ
の
先
端
医
療
技
術
開
発
と
の
接
点

を
設
け
、
連
携
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
。
医
療
系
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
誘
致
や
支
援
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
後
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
長
期
的
な
戦
略
を
掲
げ
、
柔
軟
か
つ

機
動
的
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
区
政
運

営
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
限
り
あ
る
経
営
資
源
を
効
果
的
・
効

率
的
に
配
分
し
、
新
た
な
価
値
と
魅
力

を
生
み
出
す
自
治
体
経
営
の
考
え
方
が

重
要
と
な
る
。
区
民
生
活
、
区
内
経
済

を
守
り
、
変
化
が
激
し
く
予
測
困
難
な

時
代
で
あ
っ
て
も
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
区
の
特
性
を
い
か
し
た
多
様
な
取
り

組
み
を
進
め
、
持
続
的
な
成
長
が
遂
げ

ら
れ
る
よ
う
区
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
頼
み
で
は
な
く
、
命
を
守

る
抜
本
的
コ
ロ
ナ
対
策
を

問
国
に
対
し
、
原
則
自
宅
療
養
の
撤
回

を
求
め
る
べ
き
。

答
国
や
都
の
方
針
を
基
本
と
し
つ
つ
、

区
で
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強

化
し
て
い
く
。

問
大
規
模
検
査
を
政
府
に
求
め
、
区
独

自
で
も
実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
織
布

マ
ス
ク
着
用
の
推
奨
を
学
校
で
行
う
べ

き
。
ま
た
、
教
職
員
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
の
把
握
と
希
望
者
が
接
種
で

き
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
。

答
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
は
、
感
染

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

不
織
布
マ
ス
ク
の
推
奨
に
つ
い
て
は
、

検
討
し
て
い
く
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
学
校
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

問
学
校
で
感
染
者
が
出
た
と
き
は
、
学

級
全
て
の
児
童
・
生
徒
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
う
べ
き
。
ま
た
、
教
職
員
及
び
児

童
・
生
徒
が
自
宅
で
検
査
で
き
る
よ
う

に
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
を
配
布
す
べ
き
。

答
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
一
律
実
施
及
び
抗
原

簡
易
キ
ッ
ト
の
各
家
庭
配
布
に
つ
い
て

は
、
考
え
て
い
な
い
。

問
保
護
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
た
際
の
子
ど
も
の
居
場

所
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
区
と
し

て
も
対
策
を
行
う
べ
き
。

答
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

問
私
立
認
可
保
育
園
の
職
員
が
感
染
し
、

人
員
体
制
が
取
れ
ず
休
園
す
る
場
合
、

区
が
支
援
し
て
保
育
の
保
障
を
す
べ
き
。

答
私
立
認
可
保
育
園
に
職
員
の
勤
務
や

派
遣
を
命
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
区
民
の
困
難
解
決
に
不

十
分
な
決
算

問
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
補
正
予
算

も
組
ま
れ
た
が
、
国
・
都
の
施
策
で
あ

り
、
区
独
自
の
施
策
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

暮
ら
し
と
営
業
の
応
援
に
は
不
十
分
な

決
算
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

答
区
民
の
暮
ら
し
や
区
内
経
済
を
支
え

る
様
々
な
取
り
組
み
を
、
迅
速
か
つ
適

切
に
講
じ
て
き
た
。

問
国
に
、
２
回
目
の
持
続
化
給
付
金
、

家
賃
支
援
給
付
金
の
支
給
を
求
め
る
と

と
も
に
、
区
と
し
て
、
区
民
の
暮
ら
し

や
営
業
な
ど
を
守
る
た
め
に
直
接
支
援

を
行
う
べ
き
。

答
持
続
化
給
付
金
や
家
賃
支
援
給
付
金

は
国
政
支
援
で
あ
り
注
視
し
て
い
く
。

新
た
な
直
接
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
。

問
保
健
師
の
残
業
時
間
は
月
１
０
０
時

間
を
超
え
る
。
更
な
る
保
健
所
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
兼
務
で
は
な
く
、

正
規
職
員
を
増
や
し
て
強
化
す
べ
き
。

答
引
き
続
き
、
様
々
な
手
法
を
総
動
員

し
て
い
く
。

問
ハ
ネ
ダ
ピ
オ
に
つ
い
て
、
賃
料
２
億

６
４
２
６
万
円
を
払
っ
て
い
る
が
、
一

方
、
家
賃
収
入
は
６
０
８
万
円
で
あ
る
。

区
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
縮
小
す

る
な
ど
見
直
し
を
す
べ
き
。

答
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

区
民
に
希
望
が
見
え
る
予
算
へ

問
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
あ
る
既
存

事
業
の
総
量
抑
制
方
針
を
撤
回
す
べ
き
。

答
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
実
践
し

て
い
く
。

問
新
空
港
線
（
蒲
蒲
線
）
事
業
費
の
再

見
積
も
り
を
行
い
、区
民
に
公
表
す
べ
き
。

答
早
期
の
合
意
形
成
に
向
け
て
、
都
と

引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
建
設
投
資
額
が
上
昇
し
て
い
る
現
状

に
お
い
て
も
、
新
空
港
線
（
蒲
蒲
線
）

の
費
用
対
効
果
は
１
４
０
０
億
円
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答
公
表
し
て
い
る
経
済
波
及
効
果
額
と

同
等
以
上
に
な
る
。

問
私
立
認
可
保
育
園
に
対
す
る
補
助

金
・
法
外
援
護
支
給
・
欠
員
対
策
費
な

ど
を
引
き
続
き
行
う
べ
き
。
特
に
保
育

従
事
職
員
借
り
上
げ
支
援
事
業
の
継
続

を
都
に
求
め
る
べ
き
。

答
補
助
金
は
、
必
要
性
を
精
査
し
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。
宿
舎
借
り
上
げ

支
援
事
業
は
特
別
区
長
会
が
、
国
・
都

に
対
し
継
続
・
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

問
保
育
の
質
の
向
上
に
は
保
育
士
の
待

遇
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
区
の
助
成
金

に
お
い
て
も
、
助
成
金
の
条
件
で
、
世

田
谷
区
の
よ
う
に
人
件
費
比
率
を
用
い

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
。

答
人
件
費
比
率
を
用
い
る
考
え
は
な
い
。

問
区
立
認
可
保
育
園
を
増
設
す
べ
き
。

答
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
を
慎
重
に
見

極
め
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
75
歳
以
上
の
が
ん
検
診
の
無
料
化
継

続
と
、
が
ん
検
診
の
無
料
化
を
求
め
る
。

答
現
在
の
実
施
方
法
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

問
き
め
細
や
か
な
対
応
は
対
面
対
応
が

重
要
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
名
に
よ

る
人
員
削
減
を
や
め
、
住
民
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
人
員
増
を
行
う
べ
き
。

答
適
正
な
職
員
定
数
の
管
理
に
努
め
る
。

＊多層指導モデルMIM（4面6段・39行目）
　MIMは、Multilayer　Instruction　Modelの略。通常の学級において異なる学
力層の子どものニーズに対応した指導・支援を提供していくことを指す。特に、子
どもが学習につまづく前に、また、つまずきが重篤化する前に指導・支援を行うこ
とを目的としている。
＊グリーンインフラ（5面3段・18行目）
　自然環境が有する多様な機能を防災・減災や地域創生、環境保全などの様々な課
題解決に活用しようとする考え方を指す。

用 語 解 説

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
　元
祐

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た

大
田
区
行
政
の
今
後
の
展
望

福
井
　亮
二

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

コ
ロ
ナ
禍
で
区
民
の
暮
ら
し
応
援

に
不
十
分
な
決
算



No.248 令和3年11月14日発行

会議録検索システム
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利用して、検索閲覧できます。

詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

問
油
断
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
区

民
の
命
を
守
る
た
め
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
力
強
い
答
弁
を
求
め
る
。

答
確
実
に
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

安
心
し
て
療
養
で
き
る
体
制
を
強
化
し
、

引
き
続
き
区
民
の
命
を
守
る
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

財
政
に
つ
い
て

問
予
算
編
成
に
向
け
て
区
長
に
伺
う
。

答
区
民
の
期
待
に
応
え
る
予
算
を
編
成

し
て
い
く
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
大
田
区
防
災
ア
プ
リ
や
防
災
ポ
ー
タ

ル
の
区
民
へ
の
広
報
を
要
望
す
る
。

答
様
々
な
広
報
手
段
を
通
じ
て
適
切
な

災
害
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

近
年
激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災
害
か
ら

区
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
い
く
。

問
災
害
時
の
避
難
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
避
難
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て
区
民
の

安
全
・
安
心
と
命
を
守
る
た
め
引
き
続

き
空
洞
箇
所
の
経
過
観
測
を
要
望
す
る
。

答
引
き
続
き
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管

理
を
行
い
、
区
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問
自
動
通
話
録
音
機
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
貸
し
出
し
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
、

財
政
状
況
に
留
意
し
検
討
し
て
い
く
。

生
活
再
建
支
援
に
つ
い
て

問
区
民
の
た
め
、
大
森
以
外
に
も
Ｊ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
開
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
相
談
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

蒲
田
地
域
で
の
相
談
会
の
開
催
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
現

在
の
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
的
確
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
を
第
一
に
考
え
、
生
活
困
窮

や
複
雑
な
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
や
家

庭
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
地
域
で
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
包
み
込

む
よ
う
な
支
援
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
、
子

育
て
家
庭
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
妊
娠
早
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
に
つ
い
て

問
希
望
通
り
学
べ
る
よ
う
行
政
・
学
校

医
療
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況

に
応
じ
実
効
性
あ
る
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
ら
れ
る
よ
う
求
め
る
が
い
か
が
か
。

答
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち

が
、
他
の
子
ど
も
た
ち
と
広
く
学
び
の

場
で
過
ご
す
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
今
後
、
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て

い
る
児
童
な
ど
、
き
め
細
か
な
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
も
、
着

実
な
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
く
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

問
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
を
含
む
、

重
度
障
が
い
児
・
者
へ
の
支
援
を
求
め

る
が
い
か
が
か
。

答
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
に
努
め
る
。

問
障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
短
期
入
所
に
つ
い
て
、
幅
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
へ
の
改
善
と
拡
充
を

要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

答
今
後
、
必
要
と
さ
れ
る
方
に
適
切
に

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
対
象
者
の
拡
大

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
人
材
に
つ
い
て

問
区
民
が
生
活
し
て
い
く
上
で
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
検
討

と
併
せ
て
福
祉
人
材
に
関
す
る
セ
ン
タ

推
進
を
通
じ
て
、
区
民
生
活
や
区
内
経

済
に
活
気
を
取
り
戻
す
べ
く
、
様
々
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

問
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
が
不
利
益
を
被

ら
ぬ
よ
う
に
接
種
は
あ
く
ま
で
努
力
目

標
で
あ
る
こ
と
、
身
体
的
理
由
な
ど
で

一
定
割
合
の
方
は
接
種
で
き
な
い
こ
と

を
、
区
内
に
周
知
さ
れ
る
べ
き
か
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
接
種
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
差
別
的
扱
い
を
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
正
し
い
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問 

（
仮
称
）
田
園
調
布
水
防
セ
ン
タ
ー

が
、
被
災
地
域
に
整
備
さ
れ
る
意
義
、

い
か
に
地
域
防
災
力
を
高
め
る
か
伺
う
。

答
排
水
ポ
ン
プ
車
や
水
防
資
機
材
、
河

川
状
況
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
配
備
す
る

こ
と
で
、
現
地
に
お
け
る
水
防
活
動
に

必
要
な
情
報
が
収
集
可
能
と
な
る
。
周

辺
地
域
が
停
電
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

上
沼
部
排
水
樋
管
に
お
け
る
排
水
活
動

を
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
非
常

用
電
源
が
確
保
可
能
な
施
設
と
し
て
い

る
。
更
に
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
や
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
を
学
ぶ
場
と

し
て
も
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域

の
防
災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
く
。

問
首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
、
区
内
の

防
災
組
織
の
構
成
や
、
活
動
内
容
な
ど

を
精
査
し
、
消
火
活
動
に
偏
り
が
ち
な

訓
練
内
容
の
改
善
な
ど
の
見
直
し
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
災
害
時
に
お
け
る
防
災
市
民
組
織
の

活
動
は
、
初
期
消
火
活
動
以
外
に
も
、

救
出
救
護
や
避
難
誘
導
、
被
害
情
報
の

収
集
伝
達
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

区
で
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
訓
練
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
地
域
の
実
状

に
配
慮
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
現
場
の
事
案
に
つ
い
て

問
大
田
区
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例

制
定
を
機
に
、
被
害
児
童
・
生
徒
の
権

利
の
確
保
と
、
個
々
の
事
案
の
抽
出
、

判
断
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
条
例
に
基
づ
き
、
各
学
校
で
は
、
児

童
・
生
徒
に
授
業
な
ど
で
い
じ
め
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
い
じ
め
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
と
い
う
自
覚
を
促
し
て
い

る
。
ま
た
、
い
じ
め
を
把
握
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、
発
見

し
た
い
じ
め
に
対
し
て
、
学
校
い
じ
め

対
策
委
員
会
が
解
消
に
向
け
た
組
織
的

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

毎
月
行
わ
れ
る
生
活
指
導
主
任
会
で
各

学
校
の
い
じ
め
に
関
わ
る
情
報
を
集
め
、

警
察
や
区
法
務
担
当
副
参
事
な
ど
が
、

多
角
的
な
視
点
で
個
々
の
事
案
の
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。

区
の
職
員
体
制
に
つ
い
て

問
保
健
所
機
能
の
体
制
強
化
、
増
員
の

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
区
の
見

解
を
伺
う
。

答
感
染
症
対
策
と
地
域
保
健
業
務
を
両

立
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫
の
下
で
保
健

所
の
体
制
を
整
え
、
区
民
の
安
全
・
安

心
を
支
え
て
い
く
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

問
権
利
擁
護
の
視
点
か
ら
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
を
後
押
し
す
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
権
利
擁
護
支
援
検
討
会
議
を
設
置
し
、

専
門
職
に
よ
る
知
見
や
法
的
根
拠
を
基

に
、
本
人
の
意
思
決
定
を
重
視
し
た
支

援
方
針
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
り
成
年
後
見
人
が
選

任
さ
れ
た
後
も
、
後
見
人
も
含
む
チ
ー

ム
の
支
援
状
況
に
関
す
る
継
続
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
本
人

に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
実
現
に
努
め
て

い
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

問
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の

現
状
と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
す
る
社
会
・
経
済
状
況
の
中
、
生
活

に
困
窮
す
る
方
へ
の
支
援
は
重
要
で
あ

る
。
生
活
に
不
安
や
困
難
な
状
況
を
抱

え
た
区
民
の
生
活
再
建
に
つ
な
が
る
よ

う
、
寄
り
添
っ
た
支
援
を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

お
け
る
学
び
の
保
障
に
つ
い
て

問
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
出
席
扱
い
に
す

る
、
も
し
く
は
出
席
停
止
扱
い
で
も
、

進
級
や
進
学
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

答
児
童
・
生
徒
が
一
定
の
方
法
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
学
習
の
指
導

を
受
け
た
こ
と
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
特
例
の
授
業
に
参
加
し
た
」
と

し
て
記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
出
席
日
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、
内
申
点
が
下
が
る
こ
と
は
な
い
。

ー
機
能
の
展
開
を
目
指
し
取
り
組
む
。

産
業
支
援
に
つ
い
て

問
事
業
者
へ
の
相
談
窓
口
拡
充
と
充
実

を
要
望
す
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
よ
り
一
層
の
拡
充
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

問
町
工
場
と
大
手
企
業
を
結
ぶ
仕
組
み

づ
く
り
を
強
化
し
区
内
産
業
の
活
性
化

を
図
る
べ
き
だ
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
内
産
業
の
一
層
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

教
育
、
児
童・生
徒
の
安
全
に
つ
い
て

問
通
学
路
合
同
点
検
の
実
施
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
絶
対
に
守
る
と
の

強
い
決
意
で
対
策
に
あ
た
る
こ
と
を
要

望
す
る
が
、
教
育
長
の
決
意
を
伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
、
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
は
、
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
安
全
の
確
保

に
、
不
退
転
の
決
意
で
臨
ん
で
い
く
。

問
児
童
・
生
徒
と
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

と
の
交
流
、
本
物
の
文
化
芸
術
と
の
出

会
い
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

答
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
や
本

物
の
文
化
芸
術
と
出
会
う
体
験
を
と
お

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性

を
育
み
、
夢
を
持
ち
未
来
を
創
る
力
を

育
て
る
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は

得
ら
れ
ず
、
今
後
、
大
規
模
な
財
政
不

足
が
想
定
さ
れ
る
中
、
観
光
施
策
の
低

コ
ス
ト
化
へ
の
転
換
の
必
要
性
を
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
観
光

関
連
事
業
者
と
の
パ
イ
プ
を
い
か
し
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
更
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
や
、
区
民
・
事
業
者
が

観
光
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
政
策
の

ホームページのご案内

　議会の新着情報や議
員名簿、会議日程などを
お知らせしています。ぜ
ひご活用ください。

簡単アクセス！

大田区議会 検索

・

大
橋
　武
司

大
田
区
議
会
公
明
党

区
民
を
守
り
、
希
望
あ
る

安
全
・
安
心
の
大
田
区
へ

松
原
　
　元

令
和
大
田
区
議
団
（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

区
の
コ
ロ
ナ
対
応
と
、

継
続
し
た
防
災
対
策
を
問
う

平
野

　春
望

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団
（
緑
・
立
憲
）

コ
ロ
ナ
禍
で
、
区
民
生
活
を

支
え
る
区
政
運
営
を
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田
島

　和
雄

大
田
区
議
会
公
明
党

被
災
者
支
援
と
防
災
に
つ
い
て

問
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏
ま

え
た
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
被
災
者
を

生
じ
さ
せ
な
い
方
策
な
ど
を
研
究
す
る
。

問
防
災
対
策
強
化
の
た
め
、
気
象
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
時
か
ら
知
識
の
向
上
に
努
め
、
気

象
庁
が
推
進
す
る
様
々
な
地
域
防
災
支

援
の
取
り
組
み
な
ど
を
有
効
活
用
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
誤
情
報
に
つ
い
て

問
東
邦
大
学
と
も
連
携
し
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
誤
情
報
を
打
ち
消

す
正
し
い
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
正
確
な
情
報
と

接
種
勧
奨
を
、
効
果
的
な
方
法
で
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
産
業
支
援
に
つ

い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
資
金
の
最
終

実
績
と
制
度
移
行
に
つ
い
て
伺
う
。

答
あ
っ
せ
ん
総
額
は
約
１
０
４
０
億
円

で
、
区
が
負
担
す
る
利
子
の
総
額
は
約

68
億
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
一
般

運
転
資
金
へ
の
利
子
補
給
加
算
は
、
減

収
を
要
件
と
せ
ず
、
融
資
限
度
額
も
２

０
０
０
万
円
で
あ
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
八
街
市
の
交
通
事
故
を
受
け
、
区
に

お
け
る
通
学
路
交
通
安
全
推
進
を
伺
う
。

答
大
田
区
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
継
続
的
に
通
学
路
の
交

通
安
全
を
推
進
し
て
い
く
。

問
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
啓
発
活
動

や
飲
酒
に
か
か
る
健
康
教
育
を
伺
う
。

答
各
所
轄
警
察
署
の
取
り
組
み
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
根
絶

を
目
指
す
。
義
務
教
育
段
階
か
ら
、
将

来
を
見
据
え
て
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
健
康
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
重
要
性
を
学

ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

田
村
　英
樹

大
田
区
議
会
公
明
党

職
員
の
就
労
環
境
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
集
中
的
に
負
荷
が
か
か
る
業
務
に
対

す
る
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
、
令
和
３
年
９
月
１
日
付
け
で

職
員
の
配
分
定
数
を
見
直
し
、
業
務
負

荷
の
軽
減
な
ど
を
図
っ
た
。
引
き
続
き
、

区
内
の
感
染
状
況
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
、
保
健
所

機
能
の
体
制
強
化
に
努
め
て
い
く
。

問
業
務
と
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
、
管

理
職
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り

重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
、
区

の
見
解
を
伺
う
。

答
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
取
り
組
み
を
着
実
に

実
施
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

管
理
職
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

管
理
職
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

的
確
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し
て
い

る
。大

気
汚
染
防
止
法
の
改
正
に
伴
う
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

問
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
解

体
工
事
へ
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
の
施
行
に
よ

り
義
務
化
さ
れ
る
事
前
調
査
結
果
の
報

告
に
基
づ
き
、
区
で
は
、
築
年
数
・
建

物
規
模
・
構
造
な
ど
の
条
件
に
よ
り
立

ち
入
り
検
査
の
対
象
と
な
る
工
事
を
抽

出
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
方
法
や
作

業
基
準
の
遵
守
に
つ
い
て
新
た
に
確
認

を
行
っ
て
い
く
。

障
が
い
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
支
援
で
事
業

内
容
の
検
討
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

答
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
３
歳
か
ら
64

歳
の
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
紙
お
む

つ
を
支
給
し
て
い
る
が
、
次
年
度
以
降
、

関
係
機
関
と
協
議
し
内
容
の
充
実
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

松
原

　秀
典

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

産
業
政
策
に
つ
い
て

問
大
田
区
事
業
承
継
協
議
会
が
発
足
後
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き
て
い
る
の

か
、
ま
た
今
後
、
事
業
承
継
支
援
と
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
の
か
伺
う
。

答
事
業
承
継
を
考
え
る
事
業
者
や
、
そ

れ
を
支
援
す
る
専
門
家
・
金
融
機
関
な

ど
と
情
報
共
有
を
行
う
場
と
し
て
、
連

絡
協
議
会
を
開
催
し
た
。
令
和
３
年
7

月
5
日
に
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
合
間

を
縫
う
形
で
、
約
50
名
の
方
と
情
報
共

有
・
意
見
交
換
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。
２
年
度
は
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

や
継
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
が
、

３
年
度
は
事
業
承
継
を
積
極
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
政
策
に
つ
い
て

問
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
た
が
、
要
配
慮
者
対
策
に
つ
い

て
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
準
備
な
ど
を

含
め
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
法
改
正
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画
の

作
成
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。
２
年
度

に
は
、
家
屋
倒
壊
な
ど
氾
濫
想
定
区
域

の
低
層
階
に
居
住
す
る
方
の
避
難
行
動

要
支
援
者
に
つ
い
て
、
避
難
先
の
確
認

を
行
い
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
避
難
の

備
え
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

問
障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、

事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

義
務
化
さ
れ
た
が
、
法
改
正
を
受
け
た

区
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答
区
は
、
今
回
の
改
正
を
契
機
と
し
て
、

法
の
施
行
を
待
つ
こ
と
な
く
各
種
広
報

の
ほ
か
、
地
域
力
推
進
会
議
や
民
生
委

員
児
童
委
員
会
長
協
議
会
な
ど
で
普
及

啓
発
チ
ラ
シ
を
配
付
し
、
説
明
し
て
き

た
。
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

と
合
理
的
配
慮
の
提
供
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い

く
。教

育
政
策
に
つ
い
て

問
２
学
期
の
開
始
に
あ
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
双
方
向
の
や
り
と
り
を
い
か
し
た
授

業
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
各
校
で
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
授

業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
出
欠
席
な
ど

の
連
絡
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、
連
絡
に

お
け
る
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に

新
た
に
導
入
す
る
出
欠
連
絡
機
能
を
活

用
し
て
、
保
護
者
が
学
校
に
連
絡
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、
３
年
12

月
を
め
ど
に
運
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

海
老
澤
圭
介

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

問
東
京
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
の
本
橋
菜

子
選
手
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
快
挙

の
記
念
事
業
と
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
、

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
の
拠
点
で
も
あ
る
羽
田

地
区
の
屋
外
施
設
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
の
設
置
な
ど
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

答
都
内
で
男
女
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
チ
ー
ム

が
あ
る
の
は
大
田
区
が
唯
一
、
全
国
で

も
６
自
治
体
の
み
で
あ
り
、
バ
ス
ケ
の

盛
ん
な
ま
ち
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
の
拠
点

で
あ
る
羽
田
地
区
の
屋
外
施
設
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
が
バ
ス
ケ
に
興
味
を
持
つ

良
い
機
会
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
今
後
ス
ポ

ー
ツ
関
係
団
体
と
の
連
携
が
必
要
と
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
内
実
業
団
チ
ー
ム
や
プ
ロ
チ
ー
ム
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

有
す
る
企
業
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
ら
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

問
大
規
模
公
園
の
改
修
時
期
や
新
設
の

時
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
計
画
が
実

現
で
き
な
い
か
。

答
大
規
模
公
園
の
改
修
な
ど
に
あ
た
っ

て
は
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る

よ
う
、
施
設
の
整
備
や
運
用
面
か
ら
安

全
性
や
周
囲
へ
の
影
響
な
ど
を
含
め
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

問
屋
外
プ
ー
ル
の
夏
以
外
の
未
利
用
期

間
に
水
を
抜
い
て
の
有
効
活
用
や
新
た

な
仕
掛
け
は
で
き
な
い
か
。

答
屋
外
プ
ー
ル
の
未
利
用
期
間
の
有
効

利
用
や
運
営
面
で
の
指
定
管
理
者
と
の

協
議
に
つ
い
て
、
現
行
制
度
の
中
で
試

行
が
可
能
か
検
証
し
、
研
究
を
進
め
る
。

問
羽
田
空
港
跡
地
の
公
園
整
備
に
関
し

て
、
公
民
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
る
取
り

組
み
を
進
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
る
よ

う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

を
図
る
現
段
階
で
の
考
え
を
伺
う
。

答
羽
田
空
港
跡
地
第
1
ゾ
ー
ン
の
都
市

計
画
公
園
に
つ
い
て
は
、
区
民
を
中
心

に
特
に
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関

す
る
意
見
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ

な
ど
を
踏
ま
え
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
る
、
ま
た
区
内
外
か
ら
の
人
流

を
呼
び
込
む
な
ど
の
ほ
か
、
防
災
機
能

や
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
と
の

連
携
も
考
慮
し
、
魅
力
あ
る
質
の
高
い

公
園
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

渡
司
　
　幸

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

子
ど
も
若
者
相
談
支
援
に
つ
い
て

問
総
合
相
談
窓
口
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

事
例
も
あ
り
、
参
加
し
や
す
い
居
場
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ハ
ネ
ダ
ピ
オ
の
今
後
に
つ
い
て

問
交
流
空
間
の
活
用
も
含
め
、
今
後
の

ハ
ネ
ダ
ピ
オ
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
３
年
10
月
か
ら
本
格
稼
働
が
始

ま
る
交
流
空
間
の
名
称
を
「
ピ
オ
パ
ー

ク
」
と
し
た
。
多
種
多
様
な
方
が
集
い
、

交
流
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、

ハ
ネ
ダ
ピ
オ
が
、
今
後
の
区
政
の
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
、
関
係
各
部
と
し
っ

か
り
と
連
携
し
て
い
く
。

社
会
的
養
育
に
つ
い
て

問
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
中
で
ど
の
よ

う
に
議
論
を
深
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
来
年
度
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
内

に
社
会
的
養
育
に
関
す
る
分
科
会
を
立

ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問
区
内
で
の
里
親
家
庭
の
登
録
数
と
今

後
の
拡
充
に
向
け
た
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
区
内
の
里
親
登
録
数
は
、
３
年
８
月

末
時
点
で
23
家
庭
で
あ
る
。
里
親
月
間

を
契
機
に
更
な
る
周
知
を
進
め
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
わ
か
ば
の
家
・
障
が

い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
の
状
況
と
、
連
携
の
現
状
を
伺
う
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
相
談
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
わ
か
ば
の
家
の
所
管
を
障
が
い

者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
た
こ

と
で
、
継
続
的
な
療
育
、
相
談
支
援
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

問
小
学
校
低
学
年
で
の
多
層
指
導
モ
デ

ル
Ｍ
Ｉ
Ｍ
の
デ
ジ
タ
ル
版
の
活
用
が
進

む
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
状
況
調
査
や

効
果
の
検
証
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
版
の
導
入
に
よ
り
、
児
童

の
進
捗
状
況
が
、
表
や
グ
ラ
フ
で
視
覚

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
段
階

的
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
更
な
る
実
態
把
握
に
努
め
、

す
べ
て
の
学
級
で
よ
り
有
効
に
活
用
で

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
特
別
支
援
学
級
の
定
員
が
ひ
っ
迫
し

て
い
る
地
域
が
散
見
さ
れ
る
。
特
別
支

援
学
級
の
拡
充
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
一
部
の
地
域
で
、
小
学
校
の
特
別
支

援
学
級
の
入
級
希
望
が
増
加
し
て
い
る

状
況
に
つ
い
て
、
早
急
な
対
応
が
必
要

で
あ
り
、
鋭
意
検
討
し
て
い
く
。

犬
伏

　秀
一

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

問
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
制
度
の
制

限
撤
廃
と
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
の
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
地
域
要
件
や
実
績
要
件
な
ど
を
付
し

た
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を
導
入
し

て
お
り
、引
き
続
き
運
用
し
て
い
く
。低

入
札
価
格
調
査
制
度
は
他
自
治
体
の
取

り
組
み
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

問
ご
み
集
積
場
や
周
辺
区
道
へ
の
粗
大

ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
所
管
警
察
署
と
連
携
を
図
り
告
発
な

ど
も
視
野
に
入
れ
再
発
防
止
に
努
め
る
。

問
区
役
所
本
庁
舎
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た

区
を
バ
カ
に
し
た
脱
法
居
酒
屋
へ
の
区

の
対
応
や
都
と
の
連
携
な
ど
を
伺
う
。

答
都
に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置
に
お
い

て
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店
な
ど
に
対

し
、
休
業
要
請
や
応
じ
な
い
場
合
の
罰

則
に
つ
い
て
は
都
の
権
限
と
な
っ
て
い

る
。
飲
食
店
な
ど
に
区
が
指
導
・
要
請

を
行
え
る
項
目
に
つ
い
て
は
適
時
適
切

に
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
都
や

警
視
庁
な
ど
関
係
機
関
と
も
連
携
し
区

に
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
実

施
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
く
。

荒
尾
　大
介

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

利
用
者
本
位
の
区
立
障
害
者
福
祉
施

設
整
備
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
大
田
区
立
障
害
者
福
祉
整
備
基
本
計

画
は
、
当
事
者
参
画
と
い
う
最
も
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
計
画
の
見
直
し
を

行
う
べ
き
。

答
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問
区
立
障
害
者
施
設
整
備
基
礎
調
査
や

区
立
障
害
者
施
設
整
備
・
活
用
検
討
会

の
資
料
を
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
な
ど
し
て
、
十
分
な
情
報
開
示
を
行

う
べ
き
。

答
一
般
的
な
公
開
に
な
じ
む
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
公
開
の
予
定
は
な
い
。

問
障
が
い
者
施
設
の
増
設
は
、
小
規
模

施
設
を
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
複
数

設
置
す
る
計
画
に
変
更
す
べ
き
。

答
既
存
施
設
の
敷
地
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
て
い
く
。

問
計
画
対
象
と
な
っ
て
い
る
施
設
は
、

地
域
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
き
た
。

地
域
へ
の
十
分
な
配
慮
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
に
改
め
る
べ
き
。

答
引
き
続
き
、
地
域
と
の
連
携
を
重
視

し
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
大
深
度
地
下
ト

ン
ネ
ル
掘
削
工
事
か
ら
地
域
住
民
の

生
活
と
住
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

問
Ｊ
Ｒ
東
海
が
い
う
安
全
対
策
を
徹
底

す
る
に
は
既
存
の
ボ
ー
リ
ン
グ
箇
所
数

で
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
。
工
事
中
止

を
国
と
Ｊ
Ｒ
東
海
に
求
め
る
べ
き
。

答
区
民
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
う
よ
う
事

業
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
求
め
て
い
く
。

問
工
事
概
要
な
ど
、
区
は
Ｊ
Ｒ
東
海
に

対
し
、
地
域
ご
と
に
説
明
会
を
開
き
区

民
に
十
分
な
説
明
を
さ
せ
る
べ
き
。

答
Ｊ
Ｒ
東
海
に
は
工
事
の
安
全
対
策
を

含
め
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

問
Ｊ
Ｒ
東
海
は
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
を

強
行
す
る
と
し
て
い
る
。
区
民
の
生
活

を
守
る
立
場
に
あ
る
区
と
し
て
国
と
Ｊ

Ｒ
東
海
に
対
し
工
事
の
中
止
を
求
め
る

べ
き
。

答
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

避
難
行
動
要
支
援
者
を
守
る
た
め
の

個
別
避
難
計
画
作
成
支
援
に
つ
い
て

問
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
命
を
守
る
立

場
を
貫
き
、
早
期
に
個
別
避
難
計
画
作

成
の
た
め
の
方
針
を
作
成
し
、
関
係
機

関
へ
の
連
携
強
化
を
進
め
る
べ
き
。

答
地
域
や
関
係
機
関
と
支
援
対
策
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

庄
嶋

　孝
広

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
緑
・
立
憲
）

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
（
緑
の
基
本
計
画
）

改
定
と
区
の
み
ど
り
を
い
か
す
方
策

問
民
有
地
の
み
ど
り
の
計
画
的
な
保
全

が
重
要
だ
が
、
ど
う
進
め
る
か
伺
う
。

答
特
別
緑
地
保
全
地
区
や
生
産
緑
地
地

区
の
指
定
を
進
め
る
な
ど
、
今
後
も
計

画
的
な
み
ど
り
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
。

問
公
園
緑
地
の
樹
木
・
樹
林
の
健
康
な

状
態
の
維
持
に
は
更
新
の
視
点
も
持
っ

た
管
理
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
お
お
た
の
改
定
を

契
機
に
、
特
に
自
然
樹
林
の
あ
る
公
園

の
樹
木
の
更
新
な
ど
適
切
な
維
持
管
理

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
自
然
環
境
の
も
つ
多
様
な
機
能
を
社

会
的
課
題
の
解
決
に
活
用
す
る
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
考
え
方
を
、
区
の
ど
の

よ
う
な
地
域
課
題
に
活
用
す
る
か
。

答
気
候
変
動
に
伴
う
雨
水
対
策
な
ど
の

ほ
か
、
健
康
増
進
、
子
育
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
豊
か
な
生
活
空
間
の
形
成

に
向
け
た
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

植
田
　智
一

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

建
設
発
生
土
の
適
正
処
理
に
つ
い
て

問
今
後
の
公
共
施
設
の
工
事
に
お
い
て
、

建
設
発
生
土
の
処
分
量
は
増
え
続
け
る

と
考
え
ら
れ
る
。
区
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

答
公
共
工
事
を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、

建
設
発
生
土
の
場
外
搬
出
を
可
能
な
限

り
抑
制
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

工
事
工
程
や
工
事
手
法
の
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
。
区
は
こ
れ
ま
で
も
、
建
物
の

設
計
に
あ
た
り
、
基
礎
工
事
な
ど
で
掘

削
し
た
土
を
一
時
的
に
場
内
保
管
し
、

工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
埋
め
戻
す
と

い
っ
た
工
事
工
程
を
検
討
し
て
き
た
。

ま
た
、
工
事
手
法
を
、
建
て
替
え
で
は

な
く
改
修
と
し
た
場
合
、
掘
削
を
伴
う

工
事
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
、
結
果
的
に
発
生
土
量
の
抑
制
に
つ

な
が
る
。
区
で
は
、
大
田
区
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
及
び
大
田
区
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
、
今
後
の
公
共

施
設
の
更
新
に
お
い
て
、
計
画
的
に
改

修
を
行
う
こ
と
で
、
建
て
替
え
と
長
寿

命
化
を
併
用
し
、
適
切
に
施
設
整
備
を

実
施
し
て
い
く
。荻

野
　
　稔

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

感
染
者
へ
の
区
の
支
援
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
自

宅
療
養
者
へ
の
食
料
配
送
は
区
独
自
の

体
制
を
構
築
す
べ
き
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答
基
礎
疾
患
の
な
い
20
代
患
者
へ
の
連

絡
が
遅
れ
た
た
め
、
約
３
日
分
の
食
料

を
緊
急
配
送
す
る
事
態
が
生
じ
た
。
今

後
、
本
人
へ
の
調
査
や
健
康
観
察
の
重

点
化
な
ど
業
務
を
見
直
し
、
都
と
連
携

し
て
引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

新
空
港
線
（
蒲
蒲
線
）
に
つ
い
て

問
他
の
路
線
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
大

田
区
は
動
き
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
新

空
港
線
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
や
鉄
道
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
と

の
協
議
、
調
整
、
検
討
を
進
め
令
和
３

年
度
内
の
都
区
合
意
及
び
第
三
セ
ク

タ
ー
の
設
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
川
あ
ず
さ

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
緑
・
立
憲
）

公
園
ト
イ
レ
に
つ
い
て

問
公
園
ト
イ
レ
付
近
に
特
化
し
た
防
犯

対
策
は
で
き
な
い
か
。

答
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
が
お
お
む
ね
完
了

し
、
園
内
灯
で
一
定
の
照
度
が
確
保
さ

れ
、
樹
木
の
せ
ん
定
も
し
て
い
る
。

問
今
後
の
公
園
ト
イ
レ
の
配
置
や
改
修

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
を
区
内
の
ど
こ
か

ら
で
も
半
径
５
０
０
ｍ
以
内
に
配
置
し
、

老
朽
化
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
便
器
の

洋
式
化
や
建
て
替
え
な
ど
を
進
め
る
。

中
高
生
の
悩
み
に
つ
い
て

問
家
庭
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
現
時
点

で
の
中
高
生
相
談
状
況
に
つ
い
て
、
今

後
の
課
題
と
対
策
を
伺
う
。

答
相
談
内
容
は
親
子
関
係
に
関
す
る
も

の
が
主
で
、
内
容
に
応
じ
関
係
機
関
に

つ
な
ぎ
、
充
実
に
努
め
て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
に
伴
い
自
宅
療

養
者
が
増
え
続
け
る
中
、
区
は
、
感
染

し
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
増
強
を

図
っ
た
ほ
か
、
医
療
体
制
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
3
年
8
月

30
日
に
は
大
田
区
青
少
年
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
い
っ
つ
）
を
活
用
し
て
、
自

宅
療
養
中
の
方
の
応
急
対
応
の
施
設
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
区
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
や
指
の
消
毒
、
室

内
の
換
気
な
ど
感
染
症
対
策
の
徹
底
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
全
国
的
な
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
減
少
に

よ
り
、
接
種
予
約
を
停
止
・
制
限
す
る

自
治
体
が
相
次
ぐ
中
、
区
は
、
国
や
東

京
都
と
密
接
な
連
携
、
情
報
収
集
を
行

っ
た
こ
と
で
接
種
を
希
望
す
る
区
民
の

ワ
ク
チ
ン
を
確
実
に
確
保
で
き
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
予
約
停
止
な
ど
を
す

る
こ
と
な
く
接
種
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
、
２
回
の
接

種
を
済
ま
せ
た
65
歳
以
上
の
方
は
、
当

初
想
定
で
あ
る
65
％
を
大
幅
に
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
が
可
能
な

限
り
早
期
に
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
大
田
区
防
災
ア
プ
リ

　
毎
年
、
大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
区
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

配
付
や
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

支
援
、
水
防
活
動
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
更
に
本
年
は
、
自
然
災
害
か

ら
命
を
守
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
タ

イ
ム
リ
ー
で
正
確
な
情
報
を
お
届
け
す

る
「
大
田
区
防
災
ア
プ
リ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
避
難
所
の

開
設
状
況
や
混
雑
度
が
確
認
で
き
る
避

難
情
報
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
今
い
る
場
所

と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
重
ね
て
表
示
で

き
る
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
機
能
を
搭
載

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
区
民
の

皆
様
の
命
と
財
産
を
守
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
異
例
の
状
況
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
開
催
に

尽
力
さ
れ
た
関
係
機
関
の
皆
様
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
そ
し
て
、
世
界
一

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
ア
ス

リ
ー
ト
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
大
会
は
様
々
な
困
難
を
乗
り

越
え
開
催
さ
れ
、
人
々
に
大
き
な
感
動

を
与
え
閉
幕
し
ま
し
た
。
こ
の
世
界
最

大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
区
民
の
皆
様

に
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ

と
は
、
私
た
ち
の
大
き
な
レ
ガ
シ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
区
は
、
こ
の
レ
ガ
シ
ー

を
礎
に
、
引
き
続
き
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康

都
市
」
及
び
「
国
際
都
市
お
お
た
」
と

し
て
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

松原 忠義
区長

区長
挨拶
（抜粋）

録画中継の動画配信のご案内
～スマートフォンなどから手軽に

ご視聴いただけます～
　2〜5面に掲載している代表・一般質問議
員の顔写真の下にあるQRコードをスマート
フォンやタブレットなどで読み取ると、その議
員の質問の動画（YouTubeで
配信）がご視聴いただけます。
※視聴にあたり事前に読み取り用ア
プリのインストールが必要となる場
合があります。

簡単アクセス！
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録画中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。
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　令和２年度大田区一般会計歳入歳出決算及
び国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保
険の各特別会計歳入歳出決算について、９月
16日の本会議で決算特別委員会（議長及び議
員選出監査委員を除く43名で構成）を設置し、
９月30日から10月11日までの間、実質６日間
にわたり集中的に審査しました。これらの決算
に対する各会派の意見は次のとおりです。

決算特別委員会での審査の様子 秋成 靖　副委員長 岸田 哲治　委員長

決算に対する各会派の意見令和２年度

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　令和２年度決算は使い残しが130億円と多額で、
区民を支える事業を実施する余地がありました。
羽田イノベーションシティ内のハネダピオは２年
度はテナントが２区画だけの稼働、３年度中に全
１7区画の契約予定ですが、賃料は収入に対し１億
円程度マイナスです。今後も注視します。会派要
望のコワーキングスペースの稼働開始は評価しま

す。区内事業者向けの新型コロナ対策特別資金は
返済が一部開始となり、返済できない事業者へ寄
り添った工夫を求めます。NPOや区民団体との協
働、障がい者も文化事業を楽しめる合理的配慮、
改築中の学校における環境確保、認知症カフェの
拡充、コロナの後遺症やワクチン副反応への取り
組みなど区民に寄り添った区政運営を要望します。

コロナ禍で苦しむ区民生活を支える区政をエールおおた区議団（緑・立憲）

賛
成

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　令和２年度決算は、中国武漢発の新型コロナウ
イルスに翻弄された決算でありました。また、感
染症に立ち向かう政府、地方自治体の能力、対応
が試された１年でもありました。大田区はどうか。
コロナ禍で際立ったのが庁内連携体制のぜい弱ぶ
りです。未曽有の敵に対し総力戦で戦うべき時に、
情報は一部の部局に滞留し、庁内情報共有体制に

問題があったと感じます。今後は、今回の経験を
いかし、起こりうる危機発生に際して、初動から
庁内すべての部局が連携を深め、情報を瞬時に共
有する体制を構築すべきと、強く要望しておきま
す。そして「言い訳行政」をやめ、「縦割り」で
はない、区民の役に立つ所たる「区役所」を50年
後、100年後の大田区民に残そうではありませんか。

「言い訳区政」「縦割り区政」を改め、庁内連携を強化せよ！令和大田区議団（無所属5+維新1）

賛
成

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　2020年度は認可保育園の整備、小中学校体育館
等空調整備などを評価します。しかし、コロナ禍
で苦しんでいる区民の支援が不十分でした。第９
次に及ぶ補正予算を組みましたが区独自の施策は
融資利子補給の支援と飲食店などの協力金のみで、
一方第８次補正は年度途中にもかかわらず新空港
線基金に10億円の積み立てを行いました。更に事務

事業の見直しの名の下、僅かな金額である入浴券
や紙おむつ支給事業などの福祉施策を削りました。
我が党が予算組み替えで求めた、PCR検査の拡充
や医療・介護・保育などの事業者や従事者、中小
事業者への支援と保障ができたはずです。区民の
切実な願いより不要不急の大規模開発を進め、民
営化と人員削減を進めた決算の認定に反対します。

コロナ禍で、区民の命・暮らし支援が、不十分だった決算日本共産党大田区議団

反
対

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　令和２年度決算の認定に賛成します。コロナの
感染拡大の影響が広がる中、事務事業の見直しを
行い、新型コロナ対策特別資金の早期実施や、待
機児ゼロの実現、産後ケアの充実、ICT教育の環
境整備など、着実に事業を進めたことを高く評価
します。コロナ対策に万全を期すと共に、今後の
社会変化を見据え、中長期視点に立った行財政運

営が重要であり、新基本計画の策定をはじめ、困
難を抱える層に支援の光を届けていくよう求めま
した。公明党が提案した福祉避難所の整備強化、
アスベスト対策、公共施設の室内の換気量確保、
粗大ゴミや一時的な多量ゴミの収集の見直し、も
のづくり産業の稼ぐ力支援、障がい者のグループ
ホームの整備など、区政への反映を要望します。

コロナ後を見据えた、中長期視点に立った行財政運営を大田区議会公明党

賛
成

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、総力
を挙げて感染拡大防止対策、区民生活支援、区内
経済対策、学びの保障に取り組み、区政を支えて
きたことを高く評価します。また、事務事業の見
直しにも取り組み、これらの施策に必要となる人
員体制や財源を生み出す経営努力についても高く
評価します。経常収支比率は８５.３％と令和元年度

から0.6％改善していますが、新たな財政需要にも
柔軟に対応できる財政基盤の構築に向けた努力を
要望します。今後は経営資源をフル活用した力強
い自治体経営の推進、デジタル技術の活用と業務
改革による区民サービスの質の向上、新たな価値
と魅力を生み出す政策を展開し、持続可能な自治
体経営の実現を期待し、決算の認定に賛成します。

区民の期待に応える持続可能な自治体経営の実現を自由民主党大田区民連合

賛
成
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会議録検索システム
区議会の会議録がインターネットを
利用して、検索閲覧できます。
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◎
は
全
会
一
致

 （
3
件
）

	

◆
は
賛
成
者
多
数（
21
件
）

■  

区
長
提
出
議
案  

■

令
和
２
年
度
歳
入
歳
出
決
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
３
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
４
次
）

　
57
億
２
６
２
万
３
千
円
増
額
す
る

（
詳
細
は
、
８
面
に
掲
載
）。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

１
次
）

　
都
の
再
算
定
に
よ
る
減
な
ど
、
１
億

８
、
３
３
５
万
円
減
額
す
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
１

次
）

　
令
和
２
年
度
葬
祭
費
交
付
金
の
精
算

に
よ
る
増
な
ど
、
２
、
５
４
４
万
９

千
円
増
額
す
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
次
）

　
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
給
付
見
込
額

の
減
な
ど
、
3
億
1
、
9
4
5
万
５

千
円
減
額
す
る
。

条
例
の
制
定

◆
お
お
た
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

　
お
お
た
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
そ
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

◆
大
田
区
民
ホ
ー
ル
条
例
の
施
設
の
供

用
停
止
に
関
す
る
条
例

　
大
田
区
民
ホ
ー
ル
の
大
規
模
な
改
修

を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
改
修
の
期

間
、
施
設
の
供
用
を
停
止
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◆
大
田
区
手
数
料
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
積
立
基
金
条
例

　
給
付
型
奨
学
金
積
立
基
金
（
末
吉
育

英
基
金
）
を
廃
止
し
、
大
学
等
進
学

応
援
基
金
に
統
合
す
る
。

◆
大
田
区
特
別
出
張
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
蒲
田
西
特
別
出
張
所
の
一
時
移
転
先

を
変
更
す
る
。

◆
大
田
区
公
衆
便
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　
平
和
島
駅
前
公
衆
便
所
を
廃
止
す
る
。

条
例
の
廃
止

◆
大
田
区
多
文
化
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー

条
例

　
大
田
区
多
文
化
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
す
る
。

契
約
の
締
結

◎
大
田
区
役
所
本
庁
舎
ゴ
ン
ド
ラ
設
備

本
体
更
新
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
２
億
２
、
８
８
９
万
９

千
円

　
契
約
の
相
手
方
：
大
田
建
設
業
協
同

組
合

◆
大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施

設
改
築
そ
の
他
電
気
設
備
工
事
（
Ⅰ

期
）
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
12
億
５
、
２
７
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
永
岡
・
城
南
・
セ

ン
シ
ン
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施

設
改
築
そ
の
他
機
械
設
備
工
事
（
Ⅰ

期
）
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
17
億
９
、
８
５
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
装
芸
・
エ
バ
ジ
ツ

岩
沢
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ
舞
台
機

構
改
修
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
５
億
７
、
２
０
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
三
精
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
株
式
会
社
　
東
京
支
店

◆
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ
舞
台
照

明
設
備
改
修
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
３
億
５
、
１
４
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｌ

Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社  

東
京
本
部

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施
設

　（
ア
ク
テ
ィ
オ
・
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
ー
共
同
事
業
体
）

◆
大
田
区
新
蒲
田
区
民
活
動
施
設

　（
ア
ク
テ
ィ
オ
・
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
ー
共
同
事
業
体
）

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

◎
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

　
区
立
小
学
校
に
お
け
る
児
童
負
傷
事

故
　
賠
償
金
額
：
1
4
5
万
円

■  

報
告  

■

●
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
の
状
況

　
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
は
黒
字
で
あ

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス

３
・
７
％
で
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
。

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

　
建
物
明
渡
し
等
を
求
め
る
訴
え
の
提

起
　
処
分
日
：
令
和
３
年
８
月
10
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
２
６
４
万
２
、

９
９
２
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
呑
川
合
流
改
善
貯
留
施
設
立
坑
設
置

に
伴
う
用
地
整
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
３
年
７
月
30
日

　
契
約
金
額
を
２
億
７
、
３
９
０
万
円

か
ら
２
億
８
、
４
４
４
万
９
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
４
年
２
月
28

日
か
ら
令
和
３
年
10
月
29
日
に
変
更

す
る
。

委
員
会
提
出
議
案

◎
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
減

免
措
置
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　
（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）　

○：賛成　×：反対

第3回 定例会 意見が異なった議案に対する各会派の態度一覧 自公共令エフ
ェ無フ

ォ 結果

令和2年度
歳入歳出
決算

一般会計 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 認定
国民健康保険事業特別会計 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 認定
後期高齢者医療特別会計 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 認定
介護保険特別会計 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 認定

令和3年度
補正予算

一般会計（第４次） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
国民健康保険事業特別会計（第１次） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可決
後期高齢者医療特別会計（第１次） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可決
介護保険特別会計（第１次） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

条例の制定 おおた国際交流センター条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民ホール条例の施設の供用停止に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

条例の
一部改正

大田区手数料条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区積立基金条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区特別出張所設置条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区公衆便所の設置及び管理に関する条例 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

条例の廃止 大田区多文化共生推進センター条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

契約の締結

大田区立入新井第一小学校及び仮称大田区大森北四丁目複合施設改築その他電気設備工事（Ⅰ期）請負契約 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区立入新井第一小学校及び仮称大田区大森北四丁目複合施設改築その他機械設備工事（Ⅰ期）請負契約 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民ホールアプリコ舞台機構改修工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民ホールアプリコ舞台照明設備改修工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

指定管理者
の指定

大田区新蒲田一丁目複合施設 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区新蒲田区民活動施設 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決

議員提出
議案

大田区ものづくり経営革新支援条例 × × 〇 × × × × × 否決
大田区気候変動適応対策エアコン購入費補助金交付条例 × × 〇 × × × × × 否決
大田区保育の必要性の認定等に関する条例の一部を改正する条例 × × 〇 × 〇 × × × 否決

自…自由民主党大田区民連合 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑽

共…日本共産党大田区議団 ⑻
令…令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹

 エ …エールおおた区議団（緑・立憲）⑷
フェ…フェアな民主主義 ⑴

 無 …大田無所属の会 ⑴
フォ…東京政策フォーラム⑴

令和2年度

各 会 計
歳入歳出
決 算

会計名 歳入 歳出 差引額等決算額 収入率 決算額 執行率

一般会計 3,581億8,202万4,403円 98.13% 3,506憶3,807万2,866円 96.07%
75億4,395万1,537円
 36億  879万2,000円
39億3,515万9,537円

（財政基金へ繰り入れ）
（３年度へ繰り越し）

国民健康保険事業特別会計 657億7,380万1,299円 99.20% 647億1,773万6,509円 97.61% 10億5,606万4,790円（３年度へ繰り越し）
後期高齢者医療特別会計 173億9,180万9,314円 100.37% 171憶9,594万9,073円 99.23% 1億9,586万  241円（３年度へ繰り越し）
介護保険特別会計 571億5,377万9,984円 96.65% 553憶3,439万1,667円 93.57% 18億1,938万8,317円（３年度へ繰り越し）

会派名
（所属議員数）

・

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第 3 回
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本会議などの模様を録画したテレビ中継
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令和３年度一般会計補正予算
（第４次）を可決

　第3回定例会に提出された令和3年度一般会計補
正予算（第4次）は、第3次補正予算編成後に生じ
た状況の変化に速やかに対応し、また令和2年度決
算確定に伴う精算等及び新型コロナウイルス感染
症への対応のための予算として、57億262万3千円
を増額するものです。今回の一般会計補正予算で
計上された主な事業は、以下のとおりです。

総務費
地域力応援基金積立金	 2,654万8千円
　寄附金分の積立及び令和2年度助成金精算分の
積立
福祉費
保育所等における感染拡大防止対策支援事業
	 1億2,791万5千円
　＜新型コロナウイルス感染症対応＞保健衛生用
品等購入支援等に係る経費 
衛生費
新型コロナウイルスワクチン予防接種
	 50億8,240万7千円
　＜新型コロナウイルス感染症対応＞集団接種会
場経費及び時間外等加算相当分等の増
産業経済費
中小企業融資	 22万6千円
　大田区事業承継資金に係る利子補給の増

第3回 定例会 委員会付託された請願・陳情の結果一覧 審査結果

総務財政委員会
固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する陳情（ほか同趣旨の陳情２件） 採択
沖縄戦戦没者の遺骨が含まれる土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書採択の陳情 不採択

健康福祉委員会

大田区の子ども達と子どもに関わる人達に優先的ワクチン接種等の施策をお願いする陳情 不採択
大田区の特別養護老人ホームの申し込み対象者（申し込みの条件）に関する陳情 継続
大田区の特別養護老人ホームの優先度評価の申込期間（優先度評価の頻度）に関する陳情 継続
エアコン設置費用の助成制度を求める陳情 不採択
感染拡大防止のため区内のＰＣＲ検査を無料にすることを求める陳情 不採択

まちづくり環境委員会 呑川下水道工事に関する陳情 不採択

こども文教委員会
大田区立小学校における情緒障害特別支援学級開設に関する陳情 継続
区立学校の女子トイレ（個室）に生理用品の無償配備を求める陳情 不採択

議会運営委員会 議会改革を求める陳情 不採択

11
月	

26
日	

本
会
議
（
第
1
日
）

	

29
日	

本
会
議
（
第
2
日
）

	

30
日	

常
任
委
員
会

12
月	

1
日	

常
任
委
員
会

	

2
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

3
日	

特
別
委
員
会

	

7
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
３
日
）

○
請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り

　
11
月
17
日
㈬

第４回定例会の予定

※以上は予定であり、実際の日程は、定例会
開催前の議会運営委員会で決定します。開会
時刻など詳細は、ホームページでご覧いただ
くか、議会事務局までお問い合わせください。

　我が国の経済状況は、令和３年９月に内閣府が公表した月例経済報告における景気の基調判断におい
て、「景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にあるなか、持ち直しの
動きが続いているものの、このところそのテンポが弱まっている。」とされており、「企業収益は、感染
症の影響により、非製造業の一部に弱さが残るものの、持ち直している。」との報告がされている。
　一方、区内中小企業を対象に景気動向を調査した令和３年４月から６月期の「大田区の景況」では、
調査対象の４業種の業況は大きく持ち直したとのことであるが、来期の業況は製造業を除き悪化傾向が
強まるとのことである。
　さらに、新型コロナウイルス感染症の収束はいまだ見えず、区民生活はもとより小規模事業者の事業
経営にも多大な影響が長期化している。
　このようななか、東京都が従来から実施している小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計
画税の減免措置等は、小規模事業者の事業継続や経営健全化に寄与し、また、多くの区民生活に対して
も安定をもたらすものであり、欠くことのできない措置となっている。
　こうした減免措置等について、東京都が廃止も視野に見直しを行おうとすれば、区内小規模事業者の
経済的、心理的影響は極めて大きく、区内経済に与える悪影響が懸念されるところである。
　よって、大田区議会は東京都に対し、以下の措置を令和４年度以後も継続することを求めるものである。

１　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置
３�　商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる減額
措置

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�令和３年10月13日
東京都知事　宛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　大田区議会議長

固定資産税及び都市計画税の減免措置等の
継続を求める意見書

北
澤
潤
子
議
員
逝
去

（
エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団
（
緑
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
立
憲
））

　
北
澤
潤
子
議
員
は
、
病
気
療
養
中
の
と
こ

ろ
薬
石
効
な
く
９
月
４
日
午
後
11
時
８
分
に

御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
60
歳
。

　
平
成
23
年
大
田
区
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
３
期
に
わ
た
っ
て
区
政
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

聴覚などに障がいのある方へ

本会議及び委員会で手話通訳とＦＭ補聴シ
ステムを導入しています

●�手話通訳を希望される方
　傍聴希望日の７日前までに問い合わせ
先へお申し出ください。

●�ＦＭ補聴システムの利用を希望
　される方
　前日までに問い合わせ先へお申し出く
ださい。

問い合わせ先
議会事務局　FAX5744-1541　電話5744-1474

今定例会で委員会付託された請願・陳情の結果は以下のとおりです。

区民からの
陳情を採択し、
下記の意見書
を提出　

簡単
アクセス！




